平成20年度　数学科学習指導案

指導教官　：　　　　　　　教諭　
授業者　：　東京電機大学　　　　
1. 日時　平成２０年６月１９日(木)　２時限目
2. 学級　１年D組
3. 場所　１年D組の教室

4. 教科書　数Ⅰ(数研出版)
5. 単元名　２次関数
6. 単元について

(1) 生徒感

皆静かで落ち着いて授業に取り組んでいる。問題演習などの課題に対しても、しっかり解決できるように取り組んでいる。解決するために、質問するなど積極的に問題解決に励む姿が見受けられる。「１学級２０人」という人数を生かし、一人一人が授業に参加するような授業を考えている。
　２次関数は中学校でも扱われているが、定数などが増え、難しくなるところである。しかし、一つ一つの違いを時間を使うことで、しっかりと理解していくようにしてきた。そのため、式から頂点・軸を導くことができるまでになってきた。
(2) 題材感

　中学校で学んだ２次関数を基礎として、高校ではより発展させた2次関数を扱っていく。ここで学ぶ２次関数の一般式により二次関数の位置の変化を考える。式の違いに対する抵抗を徐々に和らげるように指導してきた。
7. 指導計画

１、関数とグラフ(１時間)
２、２次関数のグラフ(３時間)
(グラフの移動)

３、２次関数の最大と最小(５時間)　←本時の授業(３／５)
４、２次関数の決定

1. 本時の位置

１、定数だったところに変数が入ったとしても、今までと同じやりかたで平方完成ができる。
　　２、
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の値が変化することで、グラフが平行移動することに気付くことができる
３、グラフの最大値と最小値を求めるために場合分けをすることができる。　　
2. 指導目標

　今回は、模造紙や２次関数を立体的に見せるような教具を用いて、生徒が黒板をしっかり見るように興味、関心を引き出していきたい。黒板に大きく座標平面を描き、それを使って一つ一つの場合分けされた例題を説明していきたい。例題としてあげたグラフは比較できるように並べようと考えている。
　板書での説明時間を長くするために学習プリントを用いようと考えている。場合分けが必要なので、生徒の考えや気付きを大切にして授業を進めたい。
3. 準備

放物線を表現する教具、マグネット、模造紙、学習プリント
4. 学習指導の展開(指導内容、学習活動、指導上の留意点)
	区分
	時間
	学習活動
	予想される生徒の反応
	指導内容
	指導上の留意点

	出欠
	3分
	・出欠の確認。
	
	
	

	復習
	5分
	・定義域に制限がある最大値・最小値の確認。
	・前回のプリントを見直す。
	・頂点が
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軸方向に平行移動していく関数の最大値・最小値を確認する。
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7分
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・例題の提示。
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に具体的な数値を入れて問題を解く。
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・解答をする
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	・
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の係数に、変数が入っているが平方完成をする。
・
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に値を代入する。
・平方完成が必要な式ならば平方完成を行う。

・式だけでは最大値・最小値を求めづらいので、グラフを書こうとする。
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	1. 与式より、頂点・軸を求めさせる。

2. 
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に値を入れて、頂点などを求める。

3. 定義域0≦
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≦1においての最大値・最小値を求めさせる。

4. メモ書き程度のグラフを書かせる。
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	・平方完成にとまどっている生徒には
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とヒントを出す。
・この式が本時の授業で大切になることを強調する。

・
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を示し、下に凸のグラフであると気づかせる。

・
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のときは、最大値の
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が２つあることに注意させる。
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展開
	15分
	・
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を区間で分けたとき、どのような違いがあるのか。

○問題の解き方(解答の仕方)をまとめる。


	・前回プリントでどんなだったか確認をする。
・黒板を注目する。

・一つ一つ板書に沿ってプリントに書き込む。

・
[image: image16.wmf]a

の値がはっきりしないので、図のどこに書き込むか考える。

・境界になる値がどっちの範囲に入るのか考える。

・頂点(
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，
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は同じだがなぜ、位置が変わっているのか考える。
	①グラフを板書し、生徒に書かせてしまう。(
[image: image20.wmf]0

<

a

)

②頂点・軸は頂点(
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，
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であることを言う。(
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は決まっていない。)
③最大値・最小値をそれぞれどこの値になるのか。

④生徒(○○君)を指名し、最大値・最小値を答えてもらう。
・①から④を繰り返し、表を完成させる。

・定義域の真ん中で最大値・最小値の
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が変化することを確認する。

・範囲の不等号のどこに＝(イコール) が入るのかを伝える。
・
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の取りうる範囲が、頂点・軸の位置を変化させている。
	・放物線は教具により立体的にする。

・プリントではなく、黒板に注目させる。

・原点を通ることをしっかり確認する。
・指名する生徒は①から④で変える。(○○君、○○君、○○さん)
・
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の値により、グラフが変化していくことを再度確認する。

・

	演習
	10分
	○問題演習の提示。


を解く。(5分)

・5分経過したら、解答を書き始める。


	・平方完成をして、頂点・軸を求める。
・表に
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の範囲を書き込む。

・グラフを記入するところから例題と同じ上に作業する。
	・例題の表のように頂点・

軸も区間毎に書かせ、

比較できるような書き

方をさせる
・終わっていなくても、解答を書かせる。その後で自分でまた解いてみるように促す。
	・例題と同じ範囲ではないことに気付かせる。

・自分で範囲を考えようとしているか。

	ま
と
め
	5分
	・まとめを行う。

・次回の予告を行う。
	・黒板に注目する。
	・例題で作った表に戻り、場合分けをして最大値・最小値を求めなくてはならないことを再度確認する。
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①平方完成をして、頂点・軸を求める。


②４区間をしっかり定める。(� EMBED Equation.3  ���に注目する。� EMBED Equation.3  ���の係数で上か下に凸かを判断する。)


③それぞれの区間での最大値・最小値を求める。
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　頂点　(� EMBED Equation.3  ���，� EMBED Equation.3  ���)　　軸　� EMBED Equation.3  ���





1,� EMBED Equation.3  ���のとき頂点(0，0) 軸� EMBED Equation.3  ��� 最大値1(� EMBED Equation.3  ���) 最小値0(� EMBED Equation.3  ���)


2，� EMBED Equation.3  ���のとき頂点(� EMBED Equation.3  ���，� EMBED Equation.3  ���) 軸� EMBED Equation.3  ��� 最大値0(� EMBED Equation.3  ���) 最小値� EMBED Equation.3  ���(� EMBED Equation.3  ���)


3, � EMBED Equation.3  ���のとき頂点(1，� EMBED Equation.3  ���) 軸� EMBED Equation.3  ��� 最大値0(� EMBED Equation.3  ���) 最小値� EMBED Equation.3  ��� (� EMBED Equation.3  ���)





1、　　　　　　　　　　　　2、　　　　　　　　　　　　3、














○が最小値。●が最大値を示す。板書では、黄色と赤色を用いる。
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